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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月12日(2013.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　なお、強磁性体層の膜厚は、読み出し時のノイズや磁気特性を考慮すると、２ｎｍ以上
であることが望ましい。また、強磁性体の磁化方向を一方向に強く固定する目的で、Ｍｎ
Ｉｒ、ＭｎＰｔ、ＭｎＲｈ等の反強磁性体層を強磁性体上に設置することも好ましい。
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